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宋
代
天

台
宗
に

お

け
る

山

家
山

外
の

争
い

に

お
い

て
、

諸
法
差

別
と

一

性
と

の

関
係
を
ど

の

よ

う
に

理

解
し

、

さ

ら

に
こ

れ
を

天
台
の

三

諦

説
の

う
ち
に

如
何
に

し

て

位
置
づ

け
る

か
と

い

う
問
題

は
、

論

争
の

後

期
に

至

る

ま
で

広
く
議

論
さ

れ

る

と

こ

ろ
と

な
っ

た
。

通

例
後
山

外
派

と

い

う
呼
称
は

、

論
争
初
期
に

お
い

て

山
家
派
の

対
論

者
と

な
っ

た

銭

塘
の

学
匠
ら

と

は

異
な

り
、

四

明
知
礼
の

教

学
を

受

け
、

山
家
の

門
流

に

属
し

な

が

ら

も

そ
の

所
説
に

異
議
を
唱

え
た

浄
覚
仁
岳
・

神
智
従
義

の

両
師
を

指
す
も
の

で

あ
る

。

そ
の

教
説
に

お
い

て

は
、

空
・

仮
・

中

の

三

諦
の

う
ち

仮
諦
の

範
躊
の

み

に

三

千
差
別

が

存

す
る

と

考
え

る

唯

仮
三

千
（
妙
仮
三

千）

の

義
を

支
持
し

、

山
家
派
が

取
る

と
こ

ろ

の

三

諦

各
具
三

千

説
に

対
抗
し

た
こ

と

で

知
ら

れ

る
。

さ

ら

に

仏
土

を

論
ず
る

に

当
た
っ

て

は
、

常
寂
光
土

に

お
い

て

も
諸

法
差

別

相
が

宛
然
と

具
わ

る

と

す
る

山

家
の

解
釈
を

批
判
し

、

寂
光
無

相
義
を

説
い

て

そ

の

所
憑

　
　
（

1）

と

し
た

。

こ

こ

で

は
、

従

義
の

三

千
差
別
解
釈
に

お

け
る

複
俗
義
の

依

用
に
つ

い

て

扱
い

た
い

と

思

う
。

そ
も
そ

も
複
俗
の

語
は

、

灌
頂
が
『

大

般
涅

槃
経

疏
』

巻
一

五

の

中
で

『

法
華
玄

義
』

巻
二

下

に

説
か

れ

る

七

種
二

諦
の

教
説
を
引
い

て

解
釈
す
る

に

当
た

り
用
い

た

も
の

で

あ

り
、

従
義
は

『

止

観
義
例

纂
要
』

（
以

下

『

纂
要
』

）

巻
二

に

お
い

て
、

二

辺
を

合

す
る

複
俗
と

中

道
で

あ
る

単
真
と

で

三

諦
を
二

分
す
る

単
真
複

俗
の

発

想
を

、

自
身
の

四

土

観
を

明
か

す
際
に

応

用

し

た
。

す

な
わ

ち
、

三

千
義
に

単

複
の

二

が

あ
る

と

し
て

、

下
三

土

と

寂
光
土
と

を
分
か
つ

単
義
と

、

寂
光
土

を
も

含
む

四

土

を

中
道
の

真
諦
に

望
め

た
複
義
と

を

明
か

し
、

こ

の

両

義
の

併
説
に

よ
っ

て

三

諦
に

お

け
る

差
別
と
無
差
別

と
の

関
係
を

会
通
し

た

の

で

あ
る

。

小
稿
で

は
、

従
義
に

お
け
る

複
俗

義
の

用
例
に

随
っ

て

そ
の

所

説
を

検
討
す
る

と

と

も
に

、

こ

れ

を

通
し

て

三

千
義
を

解
釈
す
る

上

で

こ

の

よ

う
な

複
俗
の

判
が

用
い

ら

れ

る

に

至
っ

た

意
義
を

考
察
す
る
こ

と
を
目
的
と

し
た
い

。

　

最
初
に

複
俗
義
の

来
由
に
つ

い

て
一

言
す
る

と
、

そ
れ
は

灌
頂
が
『

大

般
涅
槃
経
疏
』

巻
一

五

で

聖

行
品
の

文
を

解
説
す
る

な

か
、

七

種
二

諦

に

言
及
し
て

用
い

た

判
釈
の

う
ち

に

求
め

ら
れ

る
。

所
謂
七

種
二

諦
は

『

法
華
玄

義
」

に

説
か

れ

る

が

如
く

、

化
法
の

四

教
に
三

被
接
を

足
し
た

七

の

機
根
に

つ

い

て

二

諦
義
を

明
か

す
も
の

で

あ

り、

灌
頂
は

さ
ら
に
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真

俗
の

単
複
と
い

う
観
点
か

ら
、

こ

れ

ら

を

経
文
の

記
述
に

当
て

嵌
め

蔵
（
生
滅
）

・

通
（

無
生
）

・

別
接
通
（
単
俗
複
真
）

・

円
接
通
（
単
俗
単
中）
・

別
（
複
俗
単
中）
・

円
接
別
（

複
俗
複
中
）
・

円
（

不
可
思

議
）

の

順

で

も
っ

て

分

別
し

て

い

る
。

複
俗
と

い

う
語
に

注
目

す
る

な

ら

ば
、

こ

れ

は

別

教
お

よ

び

円

接
別
に

お

け
る

俗
諦
を

指
し

て

言
う
も
の

で

あ
り

、

例
え

ば

別
教
で

は

蔵
教
・

通
教
の

析
法
と

体
法
に

お

け
る

有
無
の

二

辺
を
踏

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

2）

ま
え

、

「

此
之

有
無

、

合
レ

之

為
レ

俗
、

即
是
複
俗

。

」

と

し
て

、

こ

れ

ら

両

辺

を

合
し

て
一

の

俗
諦
と

呼
ぶ

の

で

あ
る

と

定
義
す
る

。

こ

の

よ

う

な

灌
頂
の

所

説
を

前
提
と
し

て

従
義
に

よ

る

複
俗
義
の

依
用
の

例
を
見

て

い

く
と

、

こ

れ

に

つ

い

て

は

主
に

『

纂
要
』

巻
二

の
一

念
三

千
に

対

す
る

解
釈
箇

所
に

お
い

て

詳
説
さ

れ

て
い

る
。

こ

こ

で

は

『

止
観
義
例
』

本
文
に

「

一
、

為
レ

示
三

三

千

在
二

一

念
一

故
。

」

と

あ
る

の

に

つ

い

て
］

念
と

三

千
と

の

相
対
を

明
か

し
、

こ

れ

を

判
釈

す
る

に

当
た
っ

て

は

二

の

意
が

存
す
る

と

説
く

。

今
謂

、

妙
境
五

中
、

一

為
レ

示
三

三

千
在
「

一

念一

故
者

、

即
釈
籤
云

、

俗
則
百

界
千
如

、

真
則
同
居
一

念
也

。

何
者

、

色
心
不
二

門
云、

摂
レ

別
入
レ

総
、

一

切
諸

法
、

無
レ

非
二

心
性』

一

性
無
性

、

三

千
宛
然

。

且

総
在
二

一

念
ハ

別
分
二

色
心
』

色
心
不
レ

出
二

十
界
百
界
三

千
世
間
』

既
知
二

色
心
別一

已
、

故
摂
レ

別
入

レ

総
。

則
暁、

十
界
三

千
之
別、

不
レ

出
二

一

念
刹
那
之

総
』

須
レ

知
、

此

総
即

是
円
心

、

此

別
即
是
三

千
世

間
。

円
心
三

千
総
別

、

只
是

不
思
議
仮

。

妙
仮
相

摂
、

良
由
二

空
・

中
真
性
』

真
性
是
理

、

妙

仮
是
事

。

又

此

真
性
亦

名
二

中

道
一

妙
仮

亦

是

複
俗
之

義
。

故
此

事
理
・

真

俗
両

意
、

收
司

束

諸
文

一

罌

　
　
　　
ヨ　

無
レ

不
レ

尽
。

神
智
従
義
の

複
俗
義
に
つ

い

て

（

弓

　
場）

　

ま
ず、

湛

然
の

教
説
を

引
い

た

上

で
、

一

念

の

円
心
を

総
に

、

三

千

世

間
を
別
に

各
々

配
し
て

、

一

念
（

一

心
）

と
三

千
と

を

総
別
の

対
比
に

よ
っ

て

捉
え

る
。

こ

れ

に

続
け
て

、

こ

の

二

者
と

空
・

仮
・

中
三

諦
と

の

対
応
に
つ

い

て
、

事
理
と

真
俗
と

の

二

種
類
の

観
点
に

よ
っ

て

説
明

し

て

い

る
。

す
な

わ

ち
、

事
理
の

分
に

照

ら

す
な

ら

ば

仮

諦
は

事
に

、

空
・

中
二

諦
は

理

に

当
て

ら

れ

る
。

一

方
、

真
俗
の

分
に

従

う
場
合
は

真
性
に

は

中

道
の

み

が

配

さ

れ
、

対
す
る

俗
に

は

仮
と

空
と
を

合
わ

せ

て

複
俗
の

俗

と

す
る

こ

と
で

真
俗
の

対
比

を

成
す
の

で

あ
る

。

そ

し
て

こ

の

よ

う
な

事
理
・

真
俗
の

両

義
を

併
用

し

た

な

ら

ば
、

一

切
の

文
義

が

会
通
し

得
る

と

す
る

。

続

く
箇
所
に

お
い

て

は
、

前
述
の

真
俗
二

諦

義
を
約
中
辺
の

判
と

言
い

換
え

、

『

法
華
玄
義
釈
籤
』

（

以

下

「

釈
籤
』

）

お

よ

び

『

摩
訶
止

観
』

の

文

証
を

挙
げ
て

論
じ

て

い

る
。

同

時
に

、

事
理

の

判
に
つ

い

て

は

自
他

不
二

門
の

記
述
を

根
拠
と

し

て

引
き

、

両
判
が

い

ず
れ

も

智
顕
・

湛
然
の

意
に

適
っ

た

も
の

で

あ
る

こ

と

を

言

う
。

復
須
二

了
知
一

今
之
真
俗
即
是
複
俗
単
真
之
義

。

故
釈
籤
云

、

但
云
二

相
即
一

言
濫
二

於
通一

応
二

従
レ

意
説
』

意

以一
一

切
趣
P

中
為
レ

真、

与
一
百
界
千
如
及
千

如
本
空

為
ワ

俗
而
論
二

相
即
』

故
知

、

単
真
複
俗
之

義
、

乃

是
約
二

於
中

辺一

明
レ

之。

以
下

合
二

二

辺一

名
為
二

複
俗一

中

道
名
為
中

単
真
上

故
也

。

故
止

観
中

釈
二

於
五

陰
仮
名
世

聞
一

具
明
二

十
界
仮
実
之

異
訥

国
土

世
間
始
自

下

地
獄

依
二

赤
鉄一

住
劫

終
至
下

如
来
依
二

寂
光一

住
F

若
如
二

釈
籤
自
他
不
二

門一

云
、

自
行

唯
在
二

空
中論

利

他
三

千
赴
レ

物
。

此
乃

約
二

於
事
理一

而
明

。

故

自
行
唯
在
二

空
・

中
ハ

属
二

於
寂
光
之
理

』

化
他
三

千
赴
レ

物、

乃
是
三

土

之
事

。

今
止

観

中
、

与
レ

彼
則
異

。

何
者、

十
界
仮
実
所
依
国
土

、

既
乃

始
自

二

地

獄
赤
鉄
一

一 201一
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神
智
従
義
の

複
俗
義
に
つ

い

て

（

弓
　
場
）

終
至
三

如
来
依
二

常
寂
光
』

当
レ

知
、

三
土

仮
実
依
正

、

即
釈
籤
云

百
界
千
如
也

。

如
来
依
二

於

常
寂
光一

住
、

即
釈
籤
云
及

千
如
本
空
也

。

故
此

乃

是
複
俗
之

義
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　ね

若
乃

双
非一

三

土一

寂

光
、

方
是
釈
籤
云
一

切
趣
レ

中
為
レ

真
耳

。

　

初
め

に
、

『

釈
籤
』

巻
六

に

別
教
の

相
即
を
明
か

し
て

中
道
を

真
諦
に

、

百
界
千
如
の

世

間

相
と

そ
の

本
空
と

を
俗

諦
に

配
す
る

例
が

見
え

る
こ

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

5）

と

を

挙
げ

、

単

真
複

俗
を

中
辺
に

約
す
る

義
と

し

て

説
明
し
て

い

る
。

す
な
わ

ち
、

今
言

う
と

こ

ろ

の

真
俗
二

諦
と

は

有
と

空
の

二

辺

を

合
し

て

成
る

複
俗
と

中
道
の

単
真
と

に
よ

る

単
真
複
俗
の

二

諦
で

あ

る

と

し

た

も
の

で
、

か
つ

そ
の

後
の

文
で

は

『

摩
訶
止

観
』

巻
五

上

に

お
い

て

十
界
の

差
別

を

言
う
な
か

、

国
土

世

間
を
説
い

て

地
獄
か

ら
寂
光

ま

で

亘

る

と

規
定
し

て

い

る

こ

と

を

以

て

証
拠
と

す
る

。

こ

れ

に

続
け
て

、

事
理
の

判
を

用
い

る

例
と
し

て
、

自

行
を

空
・

中
に

、

利

他
を

三

千
差

別
に

配

す
る

自

他
不
二

門
の

文
を

引

き
、

こ

の

義
も
ま
た

正
統
な

根
拠

を

有
す
る

も
の

で

あ
る

こ

と

を

確
認

す
る

。

し

か

る

に
、

い

ま

『

摩
訶

止

観
』

の

例

に

用
い

ら

れ
る

複
俗
の

四

土

義
に

照

ら

す
な
ら

ば
、

下

の

三

土

は

前
の

「

釈
籤
』

の

文
に

用
い

ら

れ

る

百
界
千
如
の

有
に

当
た

り
、

こ

れ

に

対
し

て

寂
光
土

は

千
如
本
空
の

空

に

当
た

る
。

こ

の

有
と

空

の

両
辺
を
合
し

て
】

の

俗
諦
と

し

て

観
る

と

き
、

四

土
は
い

ず
れ

も

俗
諦

差
別
の

範
畴
に

摂
め

ら
れ

る
こ

と

と

な
る

。

よ
っ

て
、

こ

の

複
俗

の

判

に

お
い

て

寂
光
は

四

土

の
一

と

し

て

俗
諦
に

属
す
る

が
、

も
し

も

寂
光

を

他
の

三

土
と

の

対
比
の

観
点
か

ら

論
ず
る

と

き
は

、

寂
光
土

は

中
道

の

真
諦
に

配

さ
れ

る

の

で

あ

る
。

こ

の

後
の

箇
所
で
は

、

『

維
摩
経
』

仏

国

品
所
説
の

譬
喩
を
引
き

、

天

器
と

そ
の

不
可
思
議
な
作
用
に

よ
っ

て

現
れ

る

飯
色
の

異
な

り
と

に

擬
え
て

真
俗
の

両
義
を

詳
論
し

て
い

る
。

故
輔
行

釈
一
十

界
仮
実
国
土

依
正

十

如
文一

畢、

乃
引
二

浄
名
疏

中
四
土

相
望
十

種
差
別一

以

消
二

天

器

飯
色

不
同

」

前
九
正

当
二

今
文
世

間
之

義
一

也

（

即

今
止

観
三

種
世
間
之
文
也
）

。

一
、

同
居

自
異

。

…

…

十
、

諸
土
非
垢、

寂
光

非
浄

（

第
十
即
是
双
非
二

三

土
一

常
寂
光
也

。

故
中
道
之
真
諦

、

双

非
二

四
土一

如
二

天

器
』

三

土

寂
光
之
複
俗

、

如
二

飯
色
有
p

異
。

若
将
二

寂
光一

如
二

天
器
」

三

土

如
二

飯
色

有
ワ

異
。

即
釈
籤
云、

自
行
唯

在
二

空
中

ハ

利
他
三

千
赴
レ

物
。

故
知

、

三

千
義
有
二

単
複
」

単
則
三

土
、

複
兼
二

寂
光一。

而
止

観
妙
境
中
三

千
世

問
既

該
二

四
土

の

当
レ

知
、

即
是

複
俗
三

千
也
）

。

前
九

正

明
二

諸
土

不
同一

（

不

同
即

是
複
俗
差

別
也
）

、

第
十
但
明
二

諸
土
体一

耳
（

土

体
即
是
中
道

、

非
二

三

土
一

非
二

寂
光一

也）
。

土

雖一

差
別

一

不
レ

異
二

寂
光

』

寂
光
雖
レ

寂、

不
レ

異
二

諸
土
一

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　　

（

非
三一
二

土
外
別
有
二

寂
光一

非
三

寂
光
外
別
有
二

三

土
［
）

。

　

こ

こ

に

お
い

て

は

『

止

観
輔
行
伝
弘
決
』

（
以
下

『

弘
決
』

）

巻
五

之

三

に

存
す
る

『

維
摩
経
文
疏
』

所
説
の

四

土

相
望
の

文
を

挙
げ
て

解
釈
す

る

箇
所
を
引
用

し
、

括
弧
内
に

見
え
る

が

如

く
註
を
付
し

て
い

る
。

こ

こ

で

従

義
は

十

種
差

別
の

第
十

の

部

分
に

つ

い

て
、

四

土

に

お

い

て

三

千
義
を
論

ず
る

に

当
た
っ

て

は

単
複
二

通

り
の

判
が

存
す
る
こ

と

を

明
か

す
。

つ

ま

り
、

も
し
も
中
道
の

真
諦
を
四

土

の

複
俗
三

千
と

対
比

さ

せ

る

と

き
は
、

す
な

わ

ち

複
義
に

基
づ

く
も
の

で

あ
る

。

ま
た

寂
光

を

下
三

土

と

の

対
比
の

観
点
に

照

ら
す
な
ら
ば

、

『

釈
籤
』

の

「

自

行
唯

在
二

空

中
ハ

利
他
三

千
赴
レ

物
。

」

の

文
の

如
く

、

寂
光
土

を

理
に

、

三

土

の

三

千
差
別
を

事
に

配
す
る

単
義
の

判
が
こ

れ
に

当
た

る
。

前
段
の

文
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と

同

様
、

寂

光
土
の

摂

属
を

照
ら

す
と

こ

ろ

の

判
に

よ
っ

て

変
わ

る

も

の

と

し

て

い

る

こ

と

は

注
意
す
べ

き

点
と

言
え
よ

う
。

次
の

箇
所
で

は

こ

れ

ま
で

の
一

連
の

主

張
を

結

す
る

に

当
た

り
、

『

弘
決
』

に

見
え
る

三

千
義
を
以

て

指
南
極
説
と

す
る

記
述
に
つ

い

て

言
及
す
る

。

而

輔
行
云、

並
以
二一
二

千
一

而
為
二

指
南一

乃
是
終
窮
究
竟

極
説
者、

斯
蓋
荊
渓

深

達
三

吾
祖
用一

於
法
華
開
顕

之

旨
」

以
二

即

実

之
権一

而

為
二

三

千
妙
境
一

耳
。

…
…
一

念
三

千
而
為
二

指
南紬

正

約
三

中

道
双
非

之
単
真
具
＝

於
四

土

之
複
俗一

耳
。

如

来
最
後

開
顕、

既

明
二

即
実
之
権一

而

為一・

秘

妙
方
便
即

吾
祖

終
窮

極

説
、

亦
談
二

性
具
之
俗一

而
為
二

妙
境
三

千
の

…

…

余
昔
嘗
学
二

四
明

之
説

訥

遭
丁

其
惑

乱
乃

謂
丙

三

諦
皆
有
二

三

千一

名
為
乙

指
南
究
竟
極
説
恥

今
方
始

解
三

即
実
之

権
・

性
具
之
俗
是
妙
境
三

千

為
二

指
南
極
説’

耳
。

四

明
自
レ

昔
不
レ

閑
下

吾
祖

用
二

法
華
経
旨一

以
二

即
実
之
権
・

性
具
之

俗
一

為
中

不
思

議
境
一

念
三

千
P

輒
便

破
云

、

若
謂
二

止

観
不
思
議
境
一

念
三

千
是
俗
諦一

者、

豈

可
下

大
師
以
二

俗
諦一

為
二

極
説」

荊
渓
以
二

仮
法
一

為
中

指
南
上

邪
。

敬
請

、

四

方
青
眼

之

人
観
二

此

破

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　　

辞
』

則
知、

四

明
失
二

於
一

家
所
伝
之

道一

矣
。

悲
哉

、

悲
哉

。

　

こ

れ

に
よ

れ

ば
、

従
義
は

以

前
山
家
の

教
説
を

学
ん

で

い

る

時
分
に

、

指

南
極
説
を

三

諦

各
具
三

千
の

説
を

指
す
と

解
す
る
こ

と

に

つ

い

て

疑

念
を

抱
い

た

と
い

う
。

し

か

し

な
が

ら
、

こ

れ

は

実

に

は

智
顕
が

法
華

の

開
顕
の

旨
に

従
い

、

即

実
の

権
・

性
具
の

俗
の

意

に

基
づ

い

て

妙
境

に

お

け
る

両
諦
の

不
可

思

議
な
相
即

を

説
い

た

に

過
ぎ
ず

、

一

念
三

千

を

指
南
と

す
る

の

は
、

中
道
と

四

土
と

の

単
真
複
俗
の

義
に

よ
っ

て

言

う
も
の

で

あ
る

と

説
く

。

こ

の

文
章
に

見
え
る

よ

う
に

、

唯
仮
三

千
説

に

対
す
る

山

家
側

か

ら
の

論
難
と

し

て
、

三

千
義
を

俗

諦
や

仮
諦
の

範

神
智
従
義
の

複
俗
義
に

つ

い

て

（

弓
　
場
）

疇
の

み

に

許
す
と

言
う
な
ら

ば
、

こ

れ

ら

が

ど

う
し

て

究
竟
極
説
た

り

得
る

の

か

と
い

う
批

判
が

存
し
た

よ

う
で

あ
る

。

特
に

三

諦
に

つ

い

て

こ

れ

を

言
え

ば
、

安
藤

俊
雄
氏
が

指
摘
す
る

よ

う
に

、

性

具
三

千

義
は

仮
諦
の

領
域
に

限
定
さ

れ
、

三

諦
に

お

け
る
一

部
門
に

過

ぎ
な
い

と

い

　
　
　
　

　
（
8

）

う
こ

と

に

な

る
。

こ

の

総

結
の
一

文
か

ら

推
察
す
る

に
、

従
義
が

事
理

の

判
の

み

な

ら

ず
新
た

に

真
俗
の

判
を

用
い

て

三

千
差
別

義
を

解

釈
し

た
こ

と

は
、

あ
る
い

は

従
来
の

唯
仮
三

千

義
が

基
づ

く
と

こ

ろ

の

三

千

妙
仮
の

事
と
兜

干

中
の

理
と

い

う
一

種

固

定
化

さ
れ

た

対
立

に

加

え

て
、

複
俗
の

空
・

仮
二

諦
と

中
道
真
性
と

い

う
異
な

る

観
点
に

基
づ

く

対
立

を
も
併
説
し

、

こ

の

真
俗
二

辺
が

妙
に

相
即
す
る
こ

と

を

以

て

指

南

極
説
と

解

す
べ

き
こ

と

を
主

張
し

て
、

そ

れ

に

よ
っ

て

か

か

る

難

勢

に

対
応
し
た

も
の

と

も

評

し

得
る

の

で

は

な

か
ろ

う
か

。

1
　
従
義
に

お
け
る

仏
身
・

仏
土

相
の

解
釈
に
つ

い

て

は

拙
稿
「

神
智
従
義
の

　
三

身
解
釈
」

（

後
掲〉

を
参
照
さ

れ
た
い

。

2
　
大
正
三

八
・

＝】
二

頁
中

。

所
釈
の

経
文
は

『

大
般

涅
槃
経』

巻
一

二
、

　
大
正
一

二
・

六
八

四

頁
下

〜
六
八
五

頁
上

。

3
　
続
蔵
ニ

ー
四
・

三
一

七

丁
右
上
下

。

4
　
続
蔵
ニ

ー
四
・

三
一

七

丁

左

上

下
。

所
引

の

『

釈
籖
』

の

文
は

大

正

　
三

三
・

八

五
六

頁
上
、

『

摩
訶
止
観
』

の

文
は

大
正

四
亠

ハ

・

五
三

頁
上

（

取

　
意）

、

自
他

不
二

門
の

文
は

大
正
三

三
・

九
一

九
頁
中
に

見
え
る

。

5
　
こ

こ

に

説
か
れ

る

約
中

辺
・

約
事
理
の

二

判
は

、

そ
の

実
仁
岳
に

お
い

て

　
既
に

例
が

見
え
る

も
の

で

あ
る

。

『

十
不
二

門
文
心
解
』

に

は

「

照

故
三

千

　
恒
具

、

遮
故
法
爾
空

中
。

」

の

文
を
解
釈
し
て

三

諦
と
二

諦
と

の

対

応
に

論
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神
智
従
義
の

複
俗
義
に

つ

い

て

（

弓

　
場
）

　
及
し、

真
俗
．

権
実
の

二

判
に
つ

い

て

「

真
俗
約
二

中
辺一

而
辨

、

権
実
約
二

事
理
一

而
分

。

当
レ

知
、

空
者

、

若
望
二

中

道
一

中
既

絶
待、

空
猶
対
レ

仮
、

　
故
属
二

俗
諦

」

若
望
二

権
法

」

権
是
建
立

法
、

空

須
二

泯
亡
訥

故
属一．
実
相
ご

　（
続
蔵
ニ

ー
五
・

九
五

丁
左
下）

と

し
て

、

二

判
の

い

ず
れ

に

約
す
る

か
で

空
諦
の

摂
属
が

変
わ

り、

こ

れ
に

よ

つ

て

三

諦
・

二

諦
の

配

当
も
ま
た

照
ら

　
す
と
こ

ろ

の

判
に

よ
っ

て

異
な
る

こ

と

を

説
く

。

ま
た

従
義
の

後
代
に

お

い

　
て
も

、

山
家
派
の

学

匠
で

あ
る

智
湧
了
然
ら

に

事
理
・

中
辺

や
そ
れ
に

類
す

　
る

判
を
用
い

る

例
が

存
す
る

。

例
え
ば

『

大
乗
止
観
法
門

宗
円
記
」

巻
一

で

　
は

体
用
釈
に

つ

い

て

五

を

列
す
る

な

か
、

「

三
、

約一
事
理
』

則
俗
諦

為

　
レ

用、

空
．

中
為
レ

体
。

四、

約
二

中
辺
』

則
空
・

仮
為
レ

用
、

中
道
為
レ

体
。

」

　
〔

続
蔵
ニ

ー
三
・

三

六
二

丁
左
下
〜

三

六
三

丁

右
ヒ
）

と
二

義
を

挙
げ
て

い

　
る

。

こ

の

よ

う
に
、

後
山

外
派
の

従
義
に

よ
る

複
俗
義
の

依
用
は

仁
岳
が

略

　
に

示
し

た

約
事
理
・

約
中
辺
の

二

判
を

さ
ら

に

発
展
さ

せ
た

も
の

と

考
え
ら

　
れ

、

こ

れ
が

後
に

了
然
や

柏
庭
善
月
と
い

っ

た

山

家
派
の

学
匠
ら
の

教

説
に

　
大
き
な

影
響
を
与
え
た
こ

と
は
、

注
目
に

値
す
る

部
分
で

あ
る

。

6
　
続

蔵
ニ

ー
四
・

三
一

七

丁
左
下

。

所
引
の

『

弘
決
』

の

箇

所
は

大
正

　
四

六
・

二

九
五

頁
下

、

『

維
摩

経
』

の

譬
喩
は

大

正
一

四
・

五
三

八

頁
下

に

　
見
え
る

。

7
　
続
蔵
ニ

ー
四
・

三
一

八

丁

左
上
下

。

所
引
の

『

弘
決
』

の

箇
所
は

大

正

　
四
六
・

二

九

六

頁
上

。

8
　
安
藤
氏

後
掲
『

天
台
思

想
史
』

九
四

頁
〜

九
五

頁
等
参
照

。

〈

参
考
文
献
〉

窪
田

哲
正

「

趙
宋
天

台
諸

師
の
一

念
三

千
論
」

（
『

妙

塔
学

報
』

　
二

〇

〇

八

年、

三

ー
一

九

頁）

安
藤
俊
雄
「

天
台
思

想
史
』

（
法
蔵
館

、

一

九

五
九

年
）

第
九
巻、

安
藤
俊
雄
「

神
智
従
義
の

学
説
」

（

『

印
仏

研
』

第
二

巻

第
一

号
、

一

九

五
三

　
年

、

一

五
三

−
一

五

四

頁
）

陳
英
善
『

天
台
性
具
思
想
』

（

東
大
図
書
公
司

、

一

九
九
七

年）

弓
場
苗
生

子
「

神
智
従
義
の

三

身
解
釈
」

（

『

印
仏

研』

第
六
一

巻
第
一

号、

　
二

〇
一

二

年、

二

〇
三

−
二

〇
六

頁）

〈

キ
ー
ワ

ー
ド

V

　

趙
宋
天

台
、

後
山
外
派、

一

念
三

千、

唯
仮
三

千、

寂
光
無
相

（
天

台
宗
典
編
纂
所
嘱
託
職
員
）
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